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画⾯の変更（新旧⽐較）
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現⾏ 更新後



パスワードポリシーの強化
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• SSOシステム更新に併せ，パスワードポリシーを強化します。
• 新SSOへの初回のアクセス時は現⾏のパスワードで⼀旦ログインしますが，
その際，新たなパスワードポリシーに沿ったパスワードに変更する必要があり
ます。

以下を各１⽂字以上含む８桁以上
・英字⼤⽂字
・英字⼩⽂字
・数字

以下を各１⽂字以上含む１２桁以上
・英字⼤⽂字
・英字⼩⽂字
・数字
・記号

現⾏ 更新後
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代理実施者の登録
① 「反映予定⽇」（代理実施が可能となる⽇付）を設定できる
② 代理実施者IDの連番が⾃動採番されない（プルダウンから選択）
③ 登録のためのステップ（操作）が増えた

②「ユーザ連番」をプルダウンから選択

①「反映予定⽇」が追加
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代理実施者の登録

①反映予定⽇・ユーザ連番・
代理実施者⽒名・代理実施者ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞ・
アカウント有効期限を登録

②各システム毎に利⽤可否を登録 ③承認
※⾃分（代理実施者）が実施

申請

代理実施者が登録される

③登録のためのステップ（操作）が増えた



学外からのアクセス⽅法
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• 学外からSSOシステムにアクセスするためには，ワンタイムパスワードによる
⼆段階認証を実施しています。

• ワンタイムパスワードの発⾏⽅法について，現⾏のカード型トークンによるも
のから，スマホアプリまたはメールによる⽅式に変更となります。

• ただし，あらかじめワンタイムパスワードを利⽤するための設定を学内で⾏う
必要があります。

現⾏ 更新後

カード型トークン

※3,800円の部局負担あり

スマホアプリまたはメール

※無料で利⽤可



SSOシステムへの学外からのアクセス拡⼤の試⾏について
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• 現状，学外からのSSOシステムへのアクセスは，「教員及び特任教員」に限定
→普段，学外にいる研究員等が常時利⽤できないため負担

• ⼀⽅，今回のSSOシステムの更新により，ワンタイムパスワード発⾏⽅法が，
スマホアプリまたはメールによる⽅式となり，より⼿軽に利⽤可能となった

• 上記の状況をふまえ，SSOシステムの更新に併せ，学外からのアクセスを
全教職員に拡⼤する試⾏を⾏う
→試⾏により抽出された問題点をふまえ，利⽤ルールを整備のうえ，正式運⽤に移⾏

• ただし，以下については学外からのシステム利⽤は不可
・就業管理システム（事務職員）
・包括契約ソフトユーザー申請システム（インストーラのダウンロード）
・代理実施者

• 学外からSSOシステムを利⽤する際は，セキュリティに⼗分留意を（以下は⼀例）
・セキュリティ対策ソフトをインストール
・OSや各種ソフトウェアを常に最新の状態にする
・パスワードは簡易なパスワードにしたり，使い回したりしない
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SSO連携システムの追加・変更等

設備市場システム GFCポータル
• オープンファシリティサービス
• 機器分析受託サービス
• 設備市場システム

現⾏ 更新後

ELMSポータル ※現⾏SSOからアクセス
• ELMSポータル(教育情報システム)については，来年２⽉に更新さ

れるまでの間，引き続き現⾏SSOからのアクセス
• 現⾏SSOはELMSが安定稼働するまで並⾏稼働の予定
• 新SSOに初回ログインした際に変更したパスワードは，現⾏SSO

と同期されない（現⾏SSOパスワード≠新SSOパスワード）



SSOシステム新旧切替作業の概要
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 新SSOシステム稼働⽇時は，12⽉6⽇（⾦）15:00（予定）
 新旧切替作業のため，12⽉6⽇（⾦）11:00〜15:00（予定）の間，
以下システムは利⽤不可
・採択済科研費申請書閲覧システム
・情報基盤センターポータル

 上記以外のシステムは，切替作業中も現⾏SSOからアクセス可能
 新SSOシステムではURLが変更
（利⽤可能となり次第，メールにて通知）


